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まず、 「東京都公立小学校教育課程編成要領J(昭和 45年 3月1B )を見てみよう O ととで
は第 l章、第 2節の!の 1の教育課程編成の主体で、「学校は、有機的な組織するものであると
ともに、その責任者は校長である。したがって、教育課程は校長の責任Kないて学校が編成する
ものであるJo2の教職員の共通理解と協力では、 「教育課程は、学校の教育の全体的な計画であ
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